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研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：基礎生物学：植物生理・分子 
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１．研究計画の概要 
 一般にメリステムは、ニッチ細胞群、幹細
胞群、分裂が早くて分化運命を持つ細胞を増
殖させる細胞群などから成り、それぞれの細
胞群は特有のゾーンに存在する。メリステム
には、茎頂メリステム、根端メリステム、形
成層などがあり、さらに表皮のメリステモイ
ドのように、組織に散在して幹細胞様に働く
細胞もある。本研究では、メリステムの各細
胞の性質がどのように決定され、また、メリ
ステムを構成する細胞間の調節がどのよう
に行われているのかを研究する。具体的には、
メリステムの性質を規定する因子やメリス
テムの維持に関わる因子の同定を行い、これ
らの因子と既知のメリステム調節因子との
間の相互作用を解明する。 
２．研究の進捗状況 
 形成層は、植物の肥大成長のためのメリス
テムであり、典型的には幹や根などの肥大は
すべて形成層における細胞の増加と、形成層
から供給された細胞の分化によってなされ
ている。産業上もたいへん重要な成長過程で
ある。植物は、固有の成長戦略と環境によっ
て肥大成長の量を調節しているが、環境シグ
ナルを変換して形成層の活性に伝える因子
は良く知られていなかった。私たちは、複数
存在するサイトカイニン合成酵素遺伝子の
多重変異体を解析し、サイトカイニンが形成
層活性調節の重要な因子である事を示した。      
 サイトカイニンは、種々のメリスムのアイ
デンティティーの決定や形成にも関わって
いる。そこで、オーキシン存在下で、サイト
カイニンによって発現が低下した遺伝子を
マイクロアレー解析によりリストアップし、
正常な植物での発現パタンを調べたところ、

その多くが、根端で発現していた。これらの
遺伝子を過剰発現、あるいは転写抑制ドメイ
ンコード配列を融合して発現させ、植物の形
態形成に対する影響を調べている。これまで
に、過剰発現により過剰な根を形成させ、転
写抑制ドメイン融合により根にシュートの
性質を与える遺伝子を見いだしている。 
 葉原基は一時的なメリステムとも言える。
表皮の発生過程においては、私たちは、表皮
細胞の形成にフィードバック制御をかけて
表皮細胞数を調節する分泌型シグナル分子
EPF2 、気孔の配置を調節する分泌型シグナ
ル分子 EPF1、葉原基の内部細胞で分泌され、
気孔数の制御を行う因子 STOMAGEN を見
いだした。EPF1, EPF2, STOMAGEN の作
用にはすべて TMM受容体様タンパク質を必
要とした。また、私たちの研究結果は、
STOMAGENがEPF1,2と拮抗的に働くこと
を示唆していた。EPF1, EPF2 のシグナルは、
どちらも MAP Kinase 系を介して働いてい
るということも見いだした。 
 茎頂分裂組織の性質を規定するいくつか
の遺伝子が知られている。しかし、未知の重
要な遺伝子があると考え、これらの遺伝子の
探索と機能解析を行っているところである。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に親展している。 
（理由）まず、重要なメリステムであるにも
関わらず、研究が進んでいなかった形成層の
活性制御にサイトカイニンが重要な役割を
果たしている事を見いだした。サイトカイニ
ンが単に一般的に細胞増殖に働いていると
いうことではなく、全てのメリステムの中で
形成層は特にサイトカイニンの減少に鋭敏
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に反応して活性を停止することから、サイト
カイニンは自然状態での実際の形成層の活
性制御の因子である可能性が高く、大変重要
な知見である。また、表皮細胞の細胞系譜の
３つの調節のシグナル分子を発見し、その作
用機構を解明した。さらに、根端やシュート
のメリステム制御をしていると考えられる
新規候補転写因子を見いだしており、今後の
研究の発展が期待できる。これらのことから、
大変順調に進捗していると言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
形成層の調節に関しては、重要な知見を得る
事ができたので、終了とする。組織培養系に
於けるサイトカイニン抑制遺伝子の解析と、
茎頂分裂組織で発現する遺伝子の解析では、
根としてのアイデンティティーを与えると
考えられる遺伝子など、重要な研究に発展す
ると考えられる新規遺伝子が見つかってい
るので、機能解析を急ぐ。表皮の発生制御の
解析では、TMM を含むタンパク質が実際に
EPF1、EPF2、STOMAGEN の受容体であり、EPF
は STOMAGEN と拮抗しているのかどうかを調
べる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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